
事業概要シート

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

112,760 千円

64,842 ≫千円

国庫支出金 34,135 千円
県支出金 0 千円
地方債 31,700 千円
その他 0 千円
一般財源 46,925 千円

担当課 都市整備部道路整備課 課長 内田　清和

担当者 野口　修一 問合せ先 0957-53-4111（内線429）

施策 1101 交通安全の推進
≪≫の金額　現年度当初・補正予算、前年度繰越額の合計
　　　　　　※補正予算要求時は今回の補正予算額を除く
　　　　　　※次年度予算要求時は次年度繰越額を除く

事業名 交通安全施設整備事業 現状維持 予算額

事業期間 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

交通安全対策特別交付金等に関する政令

　通学路の安全対策要望が多く、路側帯のカラー化や拡幅を実施している。

　目的：市道の交通安全上危険なか所において、安全施設を整備し、安全で安心な道路交通環境への改善を図
る。また、通学路の緊急合同点検で要対策か所と抽出されたか所については、重点的に整備し児童などの安全
を確保する。

　概要：市道の区画線、防護柵、道路反射鏡及び保安灯の維持、修繕、新設を行う。また通学路である路側帯
の拡幅やカラー舗装も行う。

　対象：市道利用者
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※行政委員から「交通安全施設設置申請書」

が市へ提出されます。

※市で現場確認等の準備を行い、施設整備

工事を行います。

施行前 施行後
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

指標名 単位
Ｒ３
(実績)

Ｒ４
(計画)

Ｒ５
(計画)

Ｒ６
(計画)

Ｒ７
(計画)

区画線延長 計画値 ｍ 17,953 20,000 20,000 20,000 20,000

道路反射鏡設置・修繕か所 計画値 か所 26 20 20 20 20

指標名 単位
Ｒ３
(実績)

Ｒ４
(計画)

Ｒ５
(計画)

Ｒ６
(計画)

Ｒ７
(計画)

要望件数 計画値 件 43 100 100 100 100

計画値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

年度 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 合計
事業費 158,869 58,851 64,842 112,760 112,760 112,760 620,842

国庫支出金 67,270 16,877 10,416 34,135 34,135 34,135 196,968
県支出金 0 0 0 0 0 0 0
地方債 57,600 14,095 8,122 31,700 31,700 31,700 174,917
その他 4,721 0 0 0 0 0 4,721
一般財源 29,278 27,879 46,304 46,925 46,925 46,925 244,236
人件費 12,151 13,522 12,540 12,540 12,540 12,540 75,832
職員(人) 1.51人 1.67人 1.47人 1.47人 1.47人 1.47人 9.06人

時間外勤務(h) 585h 689h 925h 925h 925h 925h 4974h
会計年度任用職員(人) 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人
フルコスト 171,020 72,373 77,382 125,300 125,300 125,300 696,674

妥当性
(市の関与)

道路管理者として市道の安全で安心な道路交通環境整備は必要である。

有効性
(施策貢献度)

通学路緊急合同点検を実施し、要対策か所について重点的に整備しており、児童・生徒等の
安全を確保している。

効率性
(コスト)

学校等からの要望を踏まえ、緊急性の高い箇所を優先的に整備している。

1次評価 道路管理者による対策が必要と判断されたか所について継続して実施する。

2次評価 1次評価のとおり


